













































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































⑧ ⑦ ⑥ ⑤ ④ ③ ②
再
刊
「「 本
の～し
て
み
る
（
た
ど
～ている（た）」
等
は
初
刊
本
に
ほ
と
ん
ど
み
ら
れない。
初
刊
本
の
「
お
母
さ
ん
刊本では「母」。
」
は再
初
刊
本
で
は
格
助
詞
が
少
な
、
ｏ
ｌｖ
初
刊
本
は
現
在
形
止
め
が
は
る
かに多い。
初
刊
本
は
文
末
の
体
言
止
め
が
多い。
口
語
的
表
現
が
初
刊
本
に
多
い。 片仮
名
書
き
が
初
刊
本
に
よ
り
多い。
四
こ
こ
の
先
生
は
、
日
に
幾
度
も
梯
子
段
を
上ったり降りたり（している）。
皿
私
を
捨
て
た
島
の
男
へ
、
た
よ
り
に
も
な
ら
書
い
た
な
い
長
い
手
紙
を
書
い
て
み
た
。
０４
お
母
さ
ん
の
た
よ
り
『
通
母
の
音
信
一
通
◎
的
裏
の
丘
へ
た
け
の
こ
（
を
）
盗
み
に
出
掛
け
５８
て
二Ｊつ
ガー私「
の‘よ
た
◎
こ
れ
で
子
供
二
人
私
は
、
こ
れ
で
も
子
供
を
二
人
も
産
ん
だ
◎
」 〈ホール〉
朋
広
い
食
堂
の
中
を
片
づ
け
て
し
ま
っ
て
初
め
１６１
す
る
て
自
分
の
体
に
な
っ
た
よ
う
な
気
が
し
た
。
島
で
母
達
と
別
れ
る
と
、
男
の
村
へ
行
く
男
の
丁↑
の
方
へ
丁１
っ
た
。
私
は
磯
づ
た
い
に
町
私
は
毎
日
玩
具
の
セ
ル
ロ
イ
ド
の
色
塗
り
（に通っている。）
お
ま
つ
り
。
利
今
夜
は
太
子
堂
の
お
ま
つ
り
で
、
家
の
縁
側
２
力
‘わ：．・・・
も
ん
し
や
～
す
る
も
の
で
は
な
い
ん
だ
け
ある刎剖川Ⅵ刈ど
セ
ン
ト
リ
ョ
ウ
エ
ン
Ⅲ
仲
々
大
変
な
こ
と
な
の
で
ボ
ー
ル
ド
⑫
汚
れ
た
壁
の
黒
板
に
は
⑫ ⑪ ⑩
初刊本では改行がおびただしく一センテンスがより短い。
再刊本の「～けれど
」
「け
れ
ど、」は初刊本では「～（だ）
が」となる場合が多い。
た
か
邪
私
に
も
母
に
も
縁
の
な
い
お
祖
母
さ
ん
だ
け
れ
ど
｜
ザ
り
だ
力
“
だ
け
ど
所
詮
は
ど
こ
へ
行
っ
て
も
淋
し
い
一
人身（なり）。
再刊本に顕著な、文末の「な
り
」
は
初
刊
本
で
は
、
ほ
と
ん
ど
み
ら
れ
な
い
。
皿
昨
日
ま
で
、
元
気
に
ミ
シ
ン
の
ペ
ダ
ル
を
押
していた安きん夫婦を想い出す（なり）。
閲
新
ら
し
い
土
地
へ
降
り
て
み
た
い
な
（
と
思
、フカニリ）。
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このように初刊本はノート類の日記により近い形を示してお
り、その分だけ当時の人間林芙美子が生き生きと描出されている。
決定版では説明不足の描写は整えられたが、逆に初刊本で躍如と
していた生の彼女ははるかに後退してしまう。このことは次のよ
うな異同を観るとより明白になる。
これらの異同の場合はタイトル『放浪記』の意味するところと
も深い関連がある。主人公があてどもなく職を転々と変えては生
活の苦労をする、この苦労に耐えかねて時には母のいる故郷に無け
なしの金をはたいて旅行をし、心の充電をする。そのような姿を
描くのがまさに〈放浪〉なのだが、初刊本はこの〈放浪〉という
一一一一口葉そのものがダイレクトに使用されている。のみならず、〈放浪〉
の意味は〈男に放浪〉することでもある、と明一一一一口されている。生
と性の〈放浪〉がまさしく『放浪記』のテーマであることが初刊
本では明確に提示されてある。再刊本はダイレクトな表現を避け
てしまい、主人公のイメージを希薄にする方向を指示している。
この点にも初刊本を採る理由がある。
生と性の〈放浪〉が繰り返し表現されながら、作品世界はそん
なに暗い雰囲気を濃厚にしていない。理由は種々挙げられよう。
主人公の楽天的性格もその一つと思われる。しかし、最大の理由
は彼女に〈物を書き、読む慰み〉、換一一一一口すれば〈文学に執着する心〉
が強く存在していたことでなかったか。そのことがともすれば堕
落しがちな彼女を救い、作品世界に向日性を付与する。それは初
刊本に拠ると顕著なのであり、再刊本ではボヵされた表現になっ
てしまう。次がその例である。
ま
し
で
あ
る
。
初
刊
部
分
を
含
む
。
矛
盾
が
あ
る
。
Ⅲ
私
は
堤
よ
う
に
お
ろ
す
と
、
以上が初刊本と決定版以降の再刊本との本文異同の特色のあら
しである。初刊本は再刊本と比較して表現が稚拙で、不十分な
分を含む。矛盾する表現内容も多い（例として次のような箇所
ある。Ⅲ私は堤の上の水道のそばに、米（の風呂敷）「を投げる
一
一
七
（の楓侶徽汚雅投瀞堵
。戸墹刎にじんで割引Ⅶ
6５１１２２６
’
ワ
ロ
．
巧
□
奉
矛
当
斤
｝
、
伊
仰
殖
が
Ｉ
し
か
人
目
当
も
な
い
の
に
東
京
で
ま
ご
つ
な
い
ないと思う。
父を捨て、母を捨て、
し
い
恋
文
…
…
せめて手を握る事によ
放
浪
す
る
い
て
い
た
と
こ
ろ
で
結
局
は
ど
長
い
事
東
京
に
放
浪
し
て
私
も
１勺ク・■１曰｜■。
う
に
も
な
ら
１
１
ｌ
東京に疲れて帰ってきた私にも昔のたどたど
ってこの青年の胸が癒されるならば……。私
恐
ろ
し
い
はもう男に粥司川こと蝿割洲閂刺鮎川卿》駝施波する秘
何も満足に出来ない私である
なる話だ。
。ああ全く（考えてみれば）、頭が痛く
271１２１１０５８８８８８７８６７９
（
”
上
］
‐
に
Ｌ
応
Ⅲ
Ｌ
『
働くと云う事を辛いと思った事は二度も）ないけれど、今日一」そ
し安息がほしいと思う。
春夫の車窓残月の記を読んでいると、何だか、何もかも夢のように
「
瞳
と一一一一一最を射た纒幹鰊鰔趣一壜があった。
…
…
。
落
ち
つ
い
て
み
た
い
も
の
な
り
何の条件もなく、｜
詩
を
書
い
て
み
た
。
何
も
か
も
夢
の
よ
う
に
力月三十円もくれる人があったら、私は満々と
い
。
い
い
小
説
キ
ー
書
い
て
み
た
い
。
し
た
い
い
生
活
が
出
来
る
だ
ろ
う
と
へ
ホ
ー
ル
〉
恩
言う
。
轤蕊鰄胸鯲腓雛繩蝿鵯萢［
皆淋しいお山の閑古鳥（だ）。うすら寒い秋の風が蚊帳の裾を吹いた。
い、６のが書きたい。年キーとる事はい、な
早く年をとって、年をとる事はいいじゃないの。酒に酔いつぶれて
見
返
ナ
カ
いる自分をふいと反省すると、な
る
大道の猿芝居じゃないけれど全く頬
かぶり（を）して歩きたくなってくる。
焦々する。
ああ誰もいないところで、ワァッノ・と叫びあがりたいほど焦々する
い、詩をかかう。元気な詩キーかかう。
なり。
炬燵がなくても、二人で蒲団にはいっていると、平和な気持ちにな
て
く
る
。
い
い
も
の
を
つ
森英 『放浪記』論 1０１
「序にかへて」の副題を持つ第一章「放浪記以前」を読んだ読
者は予備知識を与えられる。〈私〉は八歳で母と共に家を出、義父
に連れられて木賃宿を転々と渡り歩き、旅を古里とし、宿命的に
放浪者であると認識していることを。この章を〈あれから拾何年、
今だに私は人生の放浪者である〉と結ぶ作者は、次章「淫売婦と
飯屋」の冒頭に啄木の歌〈さいはての駅に下りたち雪あかり……〉
を置き、以後の〈私〉の行先を暗示する。事実、〈私〉は女中をし
ていた近松秋江宅から暇を出されるが、二円をもらっただけで、
行くあてもなく途方にくれる。新宿旭町の木貨宿に落ちつく彼女
は職業紹介所にも出かけるが、職を得ることは困難である。
彼女は時に、〈国へ帰りたいｘ死ぬ事を考える〉〈男の人にすが
りたい〉等々現実生活からの逃避を考えるが、〈何とかなるだろう〉
との楽天性を底に持ちあわせているため、結局は〈当ってくだけ
てみよう〉と決して悲観しない。困難な現状との戦闘を開始しよ
うとする。
彼女は様々な職業を経験する。まず三章「裸になって」では母
親と同居しながら露天商を営み、四章「目標を消す」ではセルロ
出判例刺列Ⅵ。）。作者の若きゆえのセンチが鼻につく。しかし、そ
れらの欠点を超えてなお、主人公のひいては作者の〈生と性〉と
対決する真蟄な姿が読者の胸を打つ。そこに『放浪記』の時代を
越
え
た
普
遍
性
が
存
在
す
る
の
で
あ
ろ
う
。
ほぼ十年後に作者自身がそういう短所や欠点を可能な限り排除
しようと作品に手を加えた。その結果、確かに読みやすくはなっ
た。しかし、〈生と性〉に立ちむかう主人公の像はかなり不鮮明にな
っ
て
し
ま
っ
た
。
初
刊
本
（
改
造
社
版
）
を
採
る
所
以
で
あ
る
。
第
二
一
旱
な
ぜ
読
ま
れ
た
か
ｌ
女
給
小
説
と
し
て
Ｉ
イ
ド
エ
場
の
女
工
を
す
る
。
ま
た
こ
の
章
で
は
〈
前
の
よ
う
に
カ
フ
ェ
１
に
逆
も
ど
り
で
も
し
よ
う
か
〉
と
あ
り
、
カ
フ
ェ
ー
女
給
の
経
験
も
紹
介
し
て
いる。以下、牛屋
の女中
（
五章「百面相」）カフェー女給穴、十、十
一一一、十四十五章）、食堂女給（九章）毛布問屋事務員（十二章）をそれ
ぞれ経験する。なお第二部では株屋店員（十七章）産婦助手（十九章）
貿易店店員（’’十一章）新聞記者（二十一章）カフェ１女給（一一十一一一、
一一十四二十五、一一十六章）を経、第一一一部では露天商（一一一十一章）牛屋
女中（三十四章）カフェー女給（’一一十六、一一一十七章）広告受付（’一一十八
章）大学教師宅女中（一一一十九章）帯封書書き（四十一章）という具合
である。
こ
れ
ら
十
数
回
も
転
業
し
歩
く
と
い
う
の
は
こ
れ
と
い
っ
た
伝
も
な
く
都
会
に
出
て
来
た
女
が
生
き
る
た
め
の
必
然
だ
っ
た
。
彼
女
に
と
っ
て
〈
バ
ナ
ナ
に
鰻
、
豚
カ
ツ
に
密
柑
、
思
い
き
り
こ
ん
な
も
の
が
食
べ
て
み
た
い
〉
と
いうのが、その時のはかない願望であった。「放浪記」が連載中の
昭
和
初
頭
は
職
業
を
持
つ
女
性
、
い
わ
ゆ
る
職
業
婦
人
が
次
第
に
職
場
へ
樛
透
し
て
来
て
い
た
。
こ
の
現
象
は
関
東
大
震
災
後
か
ら
の
も
の
だ
が
、
し
か
し
、
女
性
の
場
合
、
日
給
制
が
殆
ん
ど
で
月
給
制
は
少
な
く
、
給
料
も
男
子
の二分の一か一一一分の一一というのが普通であった。バス車掌、タイ
ピ
ス
ト
、
理
髪
師
、
写
真
師
、
電
話
交
換
手
、
ガ
ソ
リ
ン
ス
タ
ン
ド
店
員
等
、
そ
の
職
種
は
従
来
の
女
工
や
女
中
、
飲
食
店
従
業
員
等
以
外
に
も
拡
大
さ
れ
て
い
た
。
特
に
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
相
手
の
新
娯
楽
場
で
あ
る
カ
フ
ェ
ー
の
女
給
は
不
景
気
に
な
れ
ば
な
る
ほ
ど
手
っ
と
り
早
く
つ
け
る
新
職
業
と
し
て
ブ
ー
ム
を
呼
ぶ
ほ
ど
で
あ
っ
た
。
広
津
和
郎
が
小
説
「
女
給
」
を
連
載
し
始
め
た
の
は
「
放
浪
記
」
初
刊
本
刊
行
の
二
月
前
で
あ
る
。
そ
の
映
画
主
題
歌
「
女
給
の
唄
」
（
詞
・
西
条
八
十
、
曲
・
塩
尻
精
八
）
は
夜
の
酒
場
に
流
れ
た
。
｜
わ
た
し
や
夜
咲
く
酒
場
の
花
よ
赤
い
口
紅
錦
紗
の
快
ネ
オ
ン
・
ラ
イ
ト
で
浮
か
れ
て
踊
り
一
一
八
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さ
め
て
さ
み
し
い
涙
花
三
弱
い
女
を
だ
ま
し
て
捨
て
て
そ
れ
が
は
か
な
い
男
の
手
柄
女いとしやただ諦めて
辛
い
浮
世
に
赤
く
咲
く
カフェーは「東京行進曲」（昭４．５）でも〈変る新宿あの武蔵野
の／月もデパートの屋根に出る〉と歌われたように、新宿方面が
盛んであった。当時、鵜沼直も〈浅草が「田舎」になり、銀座が
「古典化されつつあるなやましい姿を眺めた瞳を、新宿に移す
時、ここにはじめて新時代のあらゆる形式上と感覚を見ることが
出来るｘさすがに、新宿を、しかも新宿らしく彩るものはカフェ
である〉（「新宿風土記」昭５．９『風俗雑誌』）と述べていた。『放浪記』
において神田錦町の食堂に働く〈私〉が、よりよい給料を求めて
新宿へと夜逃げするのは（九章「秋が来たんだ」）八そのような背景が
注③
あったのだ。
しかし、このように各職場に女性が進出するようになっても概
して職業婦人は蔑視されていた。朝日新聞経済部編の『商売うら
おもて』（大皿血初版昭２．４、皿版日本評論社）は〈性問題を除外し
たら女の職業は問題になりませんｘ女工と下女のほかはどちらを
向いても就職難のけふこのごろ、イエスとノーとはこの種の職業
婦人の生活を翌日から支配します〉と述べて、その辺の事情を暗
示している。性的にアナーキーな人間が決して多くなかった戦前、
とかく職業婦人は誘惑の多い立場にあり、また、身に覚えがなく
とも周囲からは誤解と偏見により、そのようにみられた。
『放浪記』に戻っていえば、〈私〉が就いた職業は事務員、新聞
記者を除いて他は殆んど女工か飲食店員、カフェ女給という具合
である。前記『商売うらおもて』にいう〈女工と下女のほかはど
ちらを向いても就職難〉の時代であったことを示す。給金につい
てはセルロイドエ場の日給は七十五銭とあるが、これは当時の平
均的賃金である。カフェ女給に関する賃金は明記されていないが、
九章や十五章にあるように客からの貰いに期待をかけることの方
が多かった。
ところで、彼女は職を探す方法として街頭のビラをみたり新聞
の広告欄をながめる以外に、公立の職業紹介所の門をくぐったり
（一一、十一一章）、派出婦会を訪れたりする（一一一章）。大久保百人町のゆ
りのやという派出婦会からは薬学助手の仕事を授かることになる
が、この派出婦は当時女性の新職業として固定しつつあったもの
で、先の『商売うらおもて』続篇（大甲３初刊）にも一項目として
挙げられる。
このようにみてくると、『放浪記』は職業婦人である〈私〉の職
業遍歴を描いた作品とみることが可能である。特に紙幅からいっ
てもカフェー女給に至るまでの遍歴を描いたものともみられる。
職業婦人が社会的にも話題の対象となっていた当時、その内実を
記した『放浪記』が多数の読者を獲得した理由はこの辺にもある
のではないか。折から大衆文学隆盛へ向けての上昇期でもあり、
『放浪記』をかかる関心と好奇心から手に取ってみた読者も多分、
数多かったはずである。当時、中原中也や大岡昇年と交際してい
た文学青年古谷綱式もその一人であった。
当時のぼくたちが、若い女にもっとも自由に接することが
できたのは、カフェーの女給であった。ぼくもすでに、その
カフェーに出入りする男になっていた。そしてそういうとこ
ろで働いている女たちの、その裏の生活、つまり私生活を、
のぞき見したいつよい好奇心をいだいていたのである。
「放浪記」のなかには、職業的にいえば、そのカフェ１の
女給の生活が、もっとも多く書かれているのである。当時の
ぼくは、文学作品をよむというよりは、たぶんに、そのヵ
一
一
九
『放浪記』論森英 9９
た
と
え
ば
た
っ
た
二
円
で
雇
用
先
か
ら
追
い
出
さ
れ
て
木
賃
宿
に
一
泊
し
た
あ
と
、
朝
食
の
た
め
に
訪
れ
た
飯
店
で
の
こ
と
。
職
を
さ
が
さ
ね
ば
な
ら
ぬ
彼
女
は
絶
望
状
態
に
あ
る
。
そ
こ
へ
や
っ
て
来
た
あ
る
労
働
者
は
た
っ
た
十
銭
し
か
な
い
か
ら
そ
れ
で
何
か
食
わ
せ
て
く
れ
と
い
う
。
し
か
も
そ
の
様
子
は
い
た
っ
て
朗
か
な
の
だ
。
十
二
銭
の
朝
食
を
す
ま
せ
た
く
私
〉
は
考
え
るｌあの四十近い労働者の事を思うと、缶」れは又十銭玉一シ
で
失
望
ど
ん
ぞ
こ
墜
落
と
の
紙
一
重
な
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
１
．
（
第
二
薑
Ｉ
と
．
まいⅢ小脇腱傭ⅣⅣつまでもこんな馬臓騰帳牌腿輝Ｍ随Ⅲに隅附ればなら
な
い
の
だ
ろ
う
か
？
い
つ
ま
で
た
っ
て
も
セ
ル
ロ
イ
ド
の
匂
い
に
、
セ
ル
ロ
イ
ド
の
生
活
だ
。
〉
と
考
え
な
が
ら
女
工
を
続
け
る
〈
私
〉
だ
が
、
〈
お
父
つ
あ
ん
が
寄
席
の
三
味
線
ひ
き
で
、
妹
弟
六
人
の
裏
家
住
い
〉
の
女
工
の
存
在
を
知
る
。
そ
の
女
工
は
ま
た
美
貌
な
の
だ
が
、
彼
女
が
な
り
ふ
り
か
ま
わ
ず
懸命に働く姿をみる〈私〉は、〈街の華やかな一物のものに、（私は）
火
を
つ
け
て
や
り
た
い
よ
う
な
コ
ー
フ
ン
を
感
じ
て
く
る
〉
の
で
あ
る
（
一
一
一
知
る
彼
女
は
、
我
身
の
甘
え
を
さ
と
さ
れ
、
Ｌ
そ
れ
が
次
第
に
蓄
積
し
て
彼
女
は
生
長
す
る
。
フェーの女給というものの、客に見せない生活をのぞき見す
る思いで、この作品によみふけったといってもよいであろう。
（『〈青春の伝記〉林芙美子』昭岨・９鶴書房）
し
か
し
、
こ
こ
で
注
意
し
た
い
の
は
、
た
と
え
読
者
が
職
業
婦
人
の
遍
歴
を
た
ど
る
こ
と
に
好
奇
心
を
傾
け
て
『
放
浪
記
』
を
読
み
進
め
て
い
っ
た
と
し
て
も
、
そ
の
好
奇
心
は
次
第
に
文
学
的
感
動
の
類
へ
変
質
し
て
行
く
に
相
違
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
も
し
、
そ
う
で
な
い
な
ら
ば
今
日
も
な
お
多
くの読者を獲得することはないであろう。一一一一一口でいえば、〈私〉の
生
長
し
続
け
る
姿
に
魅
了
さ
れ
る
の
だ
と
考
え
る
。
言
い
か
え
れ
ば
、
〈
私
〉
が
遍
歴
の
過
程
に
お
い
て
出
会
う
人
間
達
と
の
心
の
ふ
れ
あ
い
が
読
者
の
胸
を
う
つ
の
で
あ
る
。
自
分
よ
り
も
さ
ら
に
恵
ま
れ
な
い
生
活
を
送
る
人
間
を
知
る
彼
女
は
、
我
身
の
甘
え
を
さ
と
さ
れ
、
生
き
る
希
望
を
授
け
ら
れ
る
。
章）。さ
ら
に
、
落
ち
る
と
こ
ろ
ま
で
落
ち
た
と
思
っ
て
働
い
て
い
る
カ
フ
ェ
ー
の
女
給
時
代
に
、
仲
間
の
女
給
が
世
間
一
般
の
女
た
ち
よ
り
は
る
か
に
親
切
で
思
い
や
り
が
あ
る
こ
と
を
知
る
。
初
め
は
ど
ん
な
に
用
心
し
合
っ
て
も
何
か
の
き
っ
か
け
で
す
ぐ
姉
妹
以
上
の
関
係
に
な
る
こ
と
を
知
る
。
〈
弱
い
私
…
…
私
は
シ
バ
を
引
っ
か
け
て
や
る
べ
き
〉
と
自
省
す
る
の
も
結
核
の
夫
と
赤子を置いて女給をする仲間の存在を知ったからである（九章）。
以
上
の
よ
う
な
例
で
示
さ
れ
る
が
、
全
く
底
辺
の
人
間
の
心
の
琴
線
に
ふ
れえた』躯〉は、理論よりも生活を優先させる生き方を会得する
こ
と
に
な
る
。
食
物
を
何
と
か
確
保
し
よ
う
と
悪
戦
苦
闘
す
る
〈
私
〉
の
生
活
は
同
時
に
、
男
性
問
題
を
絡
ま
せ
て
進
行
す
る
。
作
品
で
は
早
く
も
第
二
章
で
か
か
わ
り
の
あ
っ
た
〈
島
の
男
〉
が
登
場
す
る
が
、
そ
の
後
仕
立
屋
の
二
階
に
同
じ
く
間借りする印刷工の松田にやさしいふるまいをされると、〈今まで
こ
ん
な
に
、
優
し
い
言
葉
を
掛
け
て
私
を
慰
め
て
く
れ
た
男
が
一
人
で
も
あ
っ
た
だ
ろ
う
か
、
皆
な
私
を
働
か
せ
て
煙
の
よ
う
に
捨
て
て
し
ま
っ
た
で
は
な
い
か
〉
と
述
べ
て
、
そ
れ
以
前
に
も
数
人
の
男
と
交
渉
が
あ
っ
た
こ
と
を示唆する。
五
章
で
は
〈
私
〉
は
男
優
と
同
棲
し
て
い
る
。
し
か
し
、
男
に
若
い
女
優
の
愛
人
が
い
る
と
し
っ
て
ま
も
な
く
別
れ
る
。
六
章
は
そ
の
後
日
談
を
紹
介
し
な
が
ら
、
同
時
に
別
れ
た
あ
と
の
寂
し
さ
か
ら
画
学
生
の
吉
田
と
結
ば
れ
る
下
り
が
描
写
さ
れ
る
。
さ
ら
に
七
章
で
は
〈
夫
〉
と
の
結
婚
生
活
が
語
ら
れ
る
が
、
続
く
八
章
で
は
ま
た
独
身
に
戻
る
。
九
～
十
二
章
と
そ
れ
は
続
く
。
十三章になると文学者の夫と生活していることになっているが、
五
章
同
様
、
男
に
女
が
で
き
て
、
シ
ョ
ッ
ク
を
受
け
る
。
こ
の
十
二
章
と
七
第一一一章なぜ読まれたかｌ奔放な性表現Ｉ
○
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章
の
夫
が
同
一
人
物
か
は
第
一
部
を
読
む
限
り
で
は
不
明
で
あ
る
。
十
四
、
五章はその後日談。
このように、作品には多数の男性との交際が叙述されているが、
根
本
的
に
彼
女
は
寂
し
が
り
屋
で
あ
る
。
し
か
も
、
性
的
に
ア
ナ
ー
キ
１
な
傾向を備えている。たとえば、〈ああ情熱の毛虫、私は一人の男の
血
を
い
た
ち
の
よ
う
に
吸
い
つ
く
し
て
み
た
い
よ
う
な
気
が
す
る
。
男
の
肌
は寒くなると蒲団のように恋しくなるものだ〉（十一章「一人旅」）と
た
っ
た
いとも簡単水一房ってのけ、〈あの白い生毛のⅧ珂引お糸さんの美しい
手
に
ふ
れ
て
い
た
い
気
が
す
る
。
私
は
す
っ
か
り
男
に
な
り
き
っ
た
気
持
ち
で、赤い長糯絆を着たお糸さんを愛していた。（あ、私が男だった
ら世界中の女を愛してやったろうに……）〉（十二章「古剣」）と表現
できるのが彼女なのだ。
しかし、性的に奔放なようで、何人もの男と交際しながら〈遠
くに去った初恋の男〉を時折、憶い出す一面も備えている（一一章「淫
売婦と飯屋」八章「雷雨」、十一章「一人旅」。
彼女のように男性体験が豊富な女性は商売女は別として、当時
そんなに多くなかったのではないか。もちろん〈私〉が林芙美子
であると仮定しての論だが、アナーキズム、ダダイズム系の詩人
たちと交際していた彼女がその詩の表現のように、男女の仲にお
いても自由奔放であったことは年譜の上からも指摘できる。しか
し、たとえそうであったとしても、一方に初恋の男を忘れないで
いること、また一方にカフェーの女給という身の上を〈まるでア
ヘンでも吸っているようにずるずるとこの仕事に溺れて行く事が
悲しい〉六章）と自覚していること、さらに、そういう境遇におい
て〈物を書き、読む楽しみ〉を持続したこと等々、〈清濁〉あわせ
呑むような存在に〈私〉は設定されている。
彼女のような存在と、その魅力がまた読者にとっては同時に『放
浪記』の魅力でもあったと考えられる。それはく男に放浪し、職業
たとえば十一章は女給仲間のお君さんと横浜の海を見たあと、
｜人で旅に出る場面だが、そこで〈私〉は次のよけ睦帽ぅ。、
（やっぱり旅はい、。）あの濁った都会の片隅で疲れているより
雌ⅥＭ抓純熊川虹鵜Ⅶ鍬聰Ｍ川州琳鯛欄える事
また十四章「秋の臂」でも、｜房総の旅へ出て〈たとえ小さな旅
Ⅲ川Ⅳ憲州一胴Ｍ伽仙轤鵡聰Ｊ惑州繁川川
うに東京での生活に疲れて悲観的になった時に彼女は命の充電の
旅をする。その旅は十一章の場合では故郷への旅であり、十四章
では他所への旅行である。しかし、前者の場合、第一章で〈私は
古里を持たない〉〈旅が古里である〉と述べていたのだから、〈私〉
にとっての故郷とは、実は母の住む場所をさす。『放浪記』では義
理の間柄のせいか父の影は薄く、母との関係がはるかに濃厚に描
かれる。前述したように再刊本で〈母〉と記されているのは初刊
本で殆んどくお母さん〉であった。この事実も〈私〉と〈母〉と
の関係の深さを示すと考えられる。以下、母に関係する記述を摘
記しよう（〈〉内が原文より引田
⑪たどたどしいカナ文字の手紙をよこし、〈五十銭でもいいか
ら送ってくれ〉という母親回章）。
②夫にじやけんにされると、青空を見上げながら〈ああ全世
界はお父さんとお母さんでいっぱいなんだ。お父さんとお母
に放浪する私〉（十一一一章「女の吸殻」）の半生を描きながら、放浪を売
り物にするたんなるルンペン文学に堕すことなく、放浪に叙情が
加味されて、みごとな青春文学になりえているということである。
第
四
章
な
ぜ
読
ま
れ
た
か
ｌ
故
郷
と
母
Ｉ
一一一
『放浪記』論森英 9７
さ
ん
の
愛
情
が
唯
一
の
も
の
で
あ
る
と
云
う
事
を
、
私
は
生
活
に
か
ま
けて忘れておりました三七章）。
③
女
給
部
屋
で
何
も
か
も
厭
に
な
っ
て
涙
を
す
す
り
な
が
ら
〈
お
母
ァ
さんノ・お母ァさんノ・〉と叫ぶ彼女（八章）。
側
淫
売
ま
が
い
の
こ
と
を
誘
惑
さ
れ
か
か
る
と
〈
ど
う
せ
故
郷
も
な
い
私
、
だ
が
一
人
の
母
の
こ
と
を
思
う
と
切
な
く
な
る
〉
六
章
）
。
⑤もらいが少したまると母親への手紙仰躰蓬滝ｌ〈隣
の本屋で銀貨を一円札に替えてもらって田倒引利刺訶手紙の中
に入れておいた。喜ぶだろう（と思う▽（九章）。
⑥
身
体
具
合
が
悪
い
と
心
配
し
て
Ｉ
〈
老
い
て
金
も
な
く
頼
る
者
も
な
い
事
は
、
ど
ん
な
に
悲
惨
な
事
だ
ろ
う
。
可
愛
想
な
お
母
さ
ん
、
ち
っ
と
も
金
を
無
心
し
て
下
さ
ら
な
い
の
で
余
計
ど
う
し
て
い
ら
っ
し
ゃるかと心配しています〉（九章）。いいな
い久しぶりの帰郷列Ⅲ杁親子はⅦⅡⅥⅥ刎矧ロヨ潮Ⅶｏこだわりの
ない気安さで母の顔を見た。鼠の多い煤けた天井の下に、又
し
ま
っ
た
母を置いて去るのは、いじらしく可愛相心になってⅡヨヨ列〉（十
一章）。
⑧
絶
望
状
態
に
な
る
と
〈
チ
ュ
ウ
イ
ン
ガ
ム
を
噛
む
よ
り
味
気
な
い
世
の中、何もが醐弥伽殼のようになってしまった。貯金でもし
て久し振りに副の顔でもみてこようかしら（と思う）〉（十三薑
⑨△生たったとて、（いったい何時の日には、）私が何千円、何
百
円
、
何
十
円
、
た
っ
た
一
人
の
お
母
さ
ん
に
送
っ
て
あ
げ
る
事
が
出
来る（の）だろうか（……）〉（十三章）。
Ⅲ
〈
透
徹
し
た
青
空
に
、
お
母
さ
ん
の
情
熱
が
一
本
の
電
線
と
な
っ
て
、
早
く
帰
っ
て
お
い
で
と
念
を
）
呼
ん
で
い
る
。
私
は
不
幸
な
娘
で
ご
ざ
います〉（十三章）
⑪
〈
可
愛
想
な
お
母
さ
ん
は
四
国
の
海
辺
で
、
朝
も
夜
も
私
の
事
を
考
えて暮しているの礼附邪那Ⅱ〉千四章）。
れ
た
⑫〈こうして一人になって、こんな荒司刊凹司カフェーの一一階
価汗紙を書いていると、一番胸に来るのは、老いた母のこと
団‐刎川司引。私がどうにかなるまで死なないで（いて）下さい〉
（十四章）。
お
母
さ
ん
る
Ⅲ〈留守中、剛から、笑ごらしの儒件（が）一一枚送って来ていた〉
（十四章）。
作
品
に
お
い
て
〈
私
〉
は
一
人
娘
と
い
う
こ
と
だ
か
ら
、
親
は
子
の
こ
と
を
考
え
、
子
は
親
の
こ
と
を
考
え
る
の
は
当
然
か
も
し
れ
な
い
（
逆
に
、
そ
の
ために一人娘に設定したとも考えられる）。従って、遠く離れて暮してい
て
も
お
互
の
身
の
上
を
心
配
す
る
。
母
は
金
の
無
心
を
し
な
が
ら
若
干
で
も
余
裕
が
あ
る
と
娘
に
送
り
物
を
す
る
。
そ
れ
は
時
に
鼻
の
薬
で
あ
っ
た
り
す
る
。
ま
た
？
娘
も
母
の
胸
に
飛
び
込
み
た
い
気
持
ち
を
抑
え
つ
つ
打
ち
ひ
し
が
れ
た
生
活
を
送
り
、
余
裕
が
生
じ
る
と
、
送
金
し
て
あ
げ
る
。
以
上
の
引
用
例
か
ら
、
こ
の
よ
う
な
親
想
い
の
子
、
子
想
い
の
親
と
い
う
親
子
像
は
歴
然
と
す
る
。
し
か
し
、
こ
れ
ら
を
分
析
し
て
み
る
と
、
い
く
つ
か
の
パ
タ
ー
ン
に
類
別
で
き
る
よ
う
で
あ
る
。
た
と
え
ば
、
②
③
側
㈹
は
都
会
に
あ
っ
て
自
立
を
め
ざ
そ
う
と
す
る
〈
私
〉
が
貧
窮
生
活
に
う
ち
ひ
し
が
れ
そ
う
に
な
る
と
、
母
を
精
神
的
支
柱
と
す
る
ケ
ー
ス
で
あ
り
、
⑤
㈹
は
い
ず
れ
自
立
で
き
て
恩
返
し
を
す
る
場
合
で
想
定
し
て
の
ま
ね
ご
と
と
観
る
こ
と
が
で
き
る
。
さ
ら
に
、
⑨
㈹
は
将
来
の
自
立
へ
の
願
望
を
表
わ
し
、
⑪
と
㈹
は
矛
盾
す
る
よ
う
な
表
現
だ
が
、
母
親
の
特
殊
性
が
う
か
が
え
る
場
合
と
い、えしよう〆。
こ
れ
ら
諸
ケ
ー
ス
に
特
殊
な
例
は
あ
る
に
し
て
も
、
こ
の
よ
う
な
母
子
関
係
は
日
本
人
と
し
て
は
ご
く
一
般
的
な
型
で
あ
る
。
そ
の
こ
と
を
た
と
え
ば
山村賢明氏の『日本人と母』（昭妬・３束洋館出版）は教えてくれる。
母
は
日
本
人
の
精
神
の
お
く
ふ
か
く
に
あ
っ
て
、
彼
の
行
為
を
み
ま
も
り
、
個
人
的
な
不
幸
や
公
私
に
わ
た
る
困
難
な
状
況
に
た
い
し
て
は
、
そ
れ
を
切
り
抜
け
て
ゆ
く
心
の
支
え
と
な
り
、
時
に
は
救
済
と
な
り
、
￣
一
一
一
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彼はそれとの対話によってはげまされるような、そういう「何
ものか」なのだ。
少なくとも明治以降に限っても〈母物〉と呼ばれる小説や演劇、
講談、落語、歌謡曲その他諸種ジャンルの作品が発表されて来た。
なぜあきもせずそれが日本人に受け入れられているのか、日本人
の
心
情
と
ど
の
よ
う
な
か
か
わ
り
が
あ
る
の
か
、
そ
れ
は
興
味
深
い
テ
ー
マ
なのだが二例として石子順造氏に『子守唄はなぜ哀しいか．近代日本の母
像』昭矼・４講談社の考察がある）、この『放浪記』も〈母物〉と判断
が
可
能
な
ほ
ど
母
子
像
が
鮮
明
に
描
か
れ
て
い
る
。
こ
の
作
品
が
日
本
人
に
とって普遍的テーマともいうべき〈母物〉的側面を色濃く備えてい
ること、そこに多くの読者の共感を呼んで来た一つの理由がある
ように考える。
ところで、『放浪記』において母子が生活を共にするのは一章は
別として三章「裸になって」しかない。〈私〉は故郷に母をおいて、
東
京
で
自
立
を
夢
み
て
生
活
し
て
い
る
の
だ
。
神
島
二
郎
氏
の
考
察
に
よ
れ
ば
、
日
本
の
近
代
都
市
は
自
然
村
の
経
済
的
精
神
的
基
礎
を
掘
り
く
ず
さ
れ
た
農
民
の
離
村
の
結
果
に
よ
っ
て
発
展
し
た
。
し
か
し
、
そ
の
都
市
は
ゲ
ゼ
ル
シ
ャ
フ
ト
で
は
な
く
、
〈
群
化
社
会
〉
で
あ
る
。
都
会
に
は
自
然
村
に
は
な
い
競
争
の
自
由
が
あ
っ
た
が
、
反
面
、
孤
立
と
焦
燥
と
疲
れ
と
が
生
活
の
基
底に滞留せざるをえない。彼らは〈家〉や〈村〉や〈郷土〉を永
遠
の
や
すらいとし、郷愁を感じながらそういう生活を送る（『近代
日本の精神構造』昭珊・２岩波書店）。昭和七年に合併して一一一十五区
と
な
っ
た
東
京
市
は
人
口
が
五
百
万
人
ほ
ど
だ
っ
た
が
、
そ
の
半
分
は
地
方
出
身
者
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
そ
の
地
方
出
身
者
に
と
っ
て
『
放
浪
記
』
の
〈
私
〉
の
気
持
ち
は
正
に
私
事
の
よ
う
に
思
わ
れ
た
に
相
違
な
い
。
特
に
本人が上京第一世代である場合はそうだる肪堅柞品に〈旅の古里
ゆえ、別に錦を飾って帰る必要もないのだ引刊曰制〉棗十一章）とあ
る
の
は
、
以
上
の
よ
う
な
こ
と
の
裏
返
し
の
表
現
で
あ
る
。
今までなぜ読まれたか、その理由の若干を考察してきた。他に
も二、一一一挙げられる。作中に食物の名前や価格がしばしば記述さ
れ、そのことが読者にとっては具体的で、親しみを感じさせる。
ま
た
、
〈
私
〉
は
作
中
で
〈
芙
美
〉
と
記
さ
れ
て
い
る
た
め
、
読
者
は
作
者
と
同
一
視
し
て
読
み
進
む
。
日
記
体
と
い
う
こ
と
も
加
担
し
、
一
種
の
の
ぞ
き
趣
味
（
好
奇
心
）
が
働
く
わ
け
で
、
読
者
は
頁
を
次
々
と
め
く
る
こ
と
に
な
る。さ
ら
に
、
以
上
の
内
容
と
深
く
か
か
わ
る
文
章
の
魅
力
が
あ
る
。
文
章
の
特色を把握するためにまず当時、『放浪記』がどのような印象で読
ま
れ
た
か
を
紹
介
し
よ
う
。
前
記
し
た
よ
う
に
古
谷
綱
武
は
当
時
成
城
高
校
を中退し、仲間と共に『白痴群』を刊行するなど（昭４．４）、新
し
い
文
学
の
創
造
に
志
し
て
い
た
。
新
刊
の
『
放
浪
記
』
を
読
む
彼
は
次
の
よ
う
な
一
節
に
出
合
う
。
ど
こ
へ
行
っ
て
も
砂
原
の
よ
う
に
蓼
々
と
し
た
思
い
を
す
る
の
で
、
私
は胸がつまった。
（お前さんに使ってもらうんじゃないよ。）
お
た
ん
ち
ん
ノ
・
ひょっとこノ・
馬鹿野郎ノ・
（第二章）
こ
ん
な
に
卑
語
を
そ
の
ま
ま
投
げ
つ
け
る
よ
う
に
書
く
文
章
を
彼
は
文
学
と
は
思
え
な
か
っ
た
。
ま
る
で
落
書
き
の
よ
う
な
書
き
な
ぐ
り
と
し
か
思
え
このように〈私〉Ⅱ都会↑↓母Ⅱ故郷、という図式がこの作品
に
お
い
て
み
ご
と
に
成
立
し
、
そ
れ
が
近
代
以
降
の
日
本
に
お
い
て
き
わ
め
て基本的なパターンであるだけに多数の読者をひきつける一つの
要
因
と
な
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
第
五
章
な
ぜ
読
ま
れ
た
か
ｌ
文
章
の
魅
力
Ｉ
￣
■■■■■■■
一
一
一
￣
｢放浪記』論森英 9５
な
か
っ
た
。
当
初
、
若
い
女
の
生
活
を
の
ぞ
き
見
す
る
思
い
か
ら
作
品
の
あ
ち
こ
ち
を
開
い
て
は
読
み
ふ
け
る
彼
は
、
次
第
に
一
人
の
若
い
女
が
生
き
る
と
い
う
こ
と
を
考
え
さ
せ
る
作
品
内
容
に
魅
か
れ
て
、
く
り
返
し
読
む
。
林
芙
美
子
よ
り
五
歳
下
で
は
あ
る
が
、
ほ
ぼ
同
時
期
に
文
学
的
出
発
を
持
っ
た
古谷は後年の著書『〈青春の伝記〉林芙美子』（前記）でこのように
回
想
し
て
い
る
。
古
谷
を
含
む
『
白
痴
群
』
の
同
人
た
ち
は
む
ろ
ん
、
当
時
の
文
学
青
年
た
ち
が
志
向
し
て
い
た
新
文
学
と
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
二
十
世
紀
の
モ
ダ
ニ
ズ
ム
文
学
で
あ
っ
た
。
昭
和
三
年
九
月
に
創
刊
さ
れ
た
『
詩
と
詩
論
』
で
は
ヴ
ァ
レ
リイやジイドが紹介され、『文学』（昭４．Ｍ創刊）によってプルウス
トが、『詩・現実』（昭５．６創刊）によってジョイスが、という具合
に
い
わ
ゆ
る
新
心
理
主
義
文
学
が
新
感
覚
派
文
学
の
後
を
つ
い
で
昭
和
文
学
の
一
方
の
主
流
と
な
り
つ
つ
あ
っ
た
。
例
を
横
光
利
一
に
と
れ
ば
、
「
上
海
」
（昭３．，～６．ｕ『改造』）が新感覚派文学の集大成を意味し、「機械」
（昭５．９『改造』）が新心理主義文学の出発を記念する作品として
著
名
で
あ
る
。
文
章
の
一
例
を
あ
げ
よ
う
。
○
満
潮
に
な
る
と
河
は
膨
れ
て
逆
流
し
た
。
火
を
消
し
て
帽
集
し
て
ゐ
る
モ
ー
タ
ー
ボ
ー
ト
の
首
の
波
。
舵
の
竝
列
。
拠
り
出
さ
れ
た
揚
げ
荷
の
山
。
鎖
で
縛
ら
れ
た
桟
橋
の
黒
い
足
。
測
候
所
の
シ
グ
ナ
ル
が
平
和
な
風
速
を
示
し
て
塔
の
上
へ
昇
っ
て
い
っ
た
。
海
関
の
尖
塔
が
夜
霧
の
中で煙り出した「上海」）。
○
私
は
屋
敷
の
弁
解
が
出
鱈
目
だ
と
は
分
っ
て
ゐ
た
が
殴
る
軽
部
の
掌
の
音
が
あ
ま
り
激
し
い
の
で
も
う
殴
る
だ
け
は
や
め
る
が
良
い
と
云
ふ
と
、
軽
部
は
急
に
私
の
方
を
振
り
返
っ
て
、
そ
れ
で
は
二
人
は
共
謀
か
と
云
ふ
。
だ
い
た
い
共
謀
か
ど
う
か
か
う
云
ふ
こ
と
は
考
へ
れ
ば
分
る
で
は
な
い
か
と
私
は
云
は
う
と
し
て
ふ
と
考
へ
る
と
、
な
る
ほ
ど
こ
れ
は
共
謀
だ
と
思
は
れ
な
い
こ
と
は
な
い
ば
か
り
で
な
く
ひ
ょ
っ
と
す
る
と事実は共謀でなくとも共謀と同じ行為であることに気がつ
いた（「機械」。
この横光の例にてらしても明らかだが、『放浪記』の文章は当時
の
先
端
に
位
置
す
る
も
の
と
は
全
く
異
質
で
あ
っ
た
。
荒
々
し
く
、
む
き
出
し
の
タ
ッ
チ
で
作
品
が
進
行
す
る
。
モ
ダ
ニ
ズ
ム
文
学
の
立
場
に
立
て
ば
、
そ
れ
は
落
書
き
の
よ
う
な
書
き
な
ぐ
り
と
判
断
さ
れ
て
も
致
し
方
な
い
。
し
かし、新感覚派文学の文章がある歳月を隔てると、当時新鮮だっ
た
が
ゆ
え
に
古
び
て
み
え
る
部
分
が
多
い
の
に
対
し
て
、
『
放
浪
記
』
の
よ
う
な文章がなお新鮮さを保っているのも事実である。｜体、その秘
密
は
ど
こ
に
あ
る
の
だ
ろ
う
か
。
先
の
古
谷
綱
武
氏
は
始
め
て
『
放
浪
記
』
を
読
ん
だ
際
の
文
学
的
感
銘
に
ついて作品全体に流れている豊かな詩情の魅力を挙げた。また、
草部和子氏は「宮本百合子・林芙美子の文体」（昭弱・４『国文学』）
の中で、『放浪記』が杼情や１１モア・詠嘆・ナルシシズムなどが
ミックスされた散文詩的な作品であり、芙美子の詩情が手法の上
に直接的に生かされた成功作だと述べ、個性的な現象描写とそこ
か
ら
引
き
出
さ
れ
る
詩
的
感
受
性
の
深
化
、
そ
れ
に
よ
る
次
の
現
象
描
写
へ
の
飛
躍
ｌ
と
い
っ
た
リ
ズ
ミ
カ
ル
な
連
鎖
反
応
の
な
か
に
文
体
の
特
色
が
あ
る
と
説
い
た
。
さらに、原子朗氏は「林芙美子」（昭“ｉ『国文学』臨増）におい
て、〈句切れが短かい〉等十項目に及ぶ文章形式の特徴を指摘し
たあと、『放浪記』の文体はむしろ日付けと日付け、断片と断片の
間
に
あ
る
。
そ
れ
は
日
本
人
の
も
つ
様
式
Ⅱ
文
体
の
現
代
的
な
典
型
と
も
い
えると述べた。
こ
れ
ら
諸
論
考
を
ふ
ま
え
て
以
下
考
察
を
加
え
た
い
。
前
提
と
し
て
先
に
ふ
れ
た
よ
う
に
『
放
浪
記
』
は
初
刊
本
を
テ
キ
ス
ト
に
採
る
童
部
氏
や
原
氏
の
場
合
は
再
刊
本
に
拠
っ
て
い
る
が
、
初
刊
本
に
拠
る
と
認
識
も
改
た
に
な
る
と
思
わ
れ
る〉。先
に
紹
介
し
た
よ
う
に
古
谷
綱
武
は
若
い
女
が
生
き
る
と
い
う
こ
と
を
考
=二
－
四
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えさせる内容に魅かれたという。若い女が生きるとは、，先にみた
ように様々な職業を遍歴して食うや食わずの、あるいは性の誘惑
と闘いながらの生活をすごすことであった。そういう生活を描く
文章は何よりも平明でなければならぬだろう。彼女らにはヴァレ
リ１もジョイスも必要でない。観念的な言葉は不用なのである。
初刊本をみると、行変えが甚しく、｜センテンスが短かいことに
気づく。これは文章が平易であることの条件となりうる。漢字が
少なく、カタカナ書きが多いのは芙美子が意識的に平明を心がけ
た結果であった（「私の地平線」昭６．６後『文泉堂版全集士ハ巻』所収〉。
オノマトペが頻用されているのも具象名詞の多用も、直嚥が続出
するのも、いずれも内容を読者に身近かに感じさせる効果をあげ
ている。
草部氏の指摘されるように、文章にある種のリズムがある。し
かし、同時にそのリズムを破壊するような言い方をまじえる。そ
れが実に効果的なのである。たとえば初刊本の三章の一節に、
五
月
×
日
かしまはあんまり汚ない家なので、まだ誰も来ない。
お母さんは八百屋が借してくれたと云って大きなキャベツを
買って来た。キャベツを見ると、フクフクと湯気の立つ豚カツ
で
も
か
ぶ
り
つ
き
た
い
な
。
がらんとした部屋の中で、寝ころんで天井を見てゐると、鼠
のやうに、小さくなって、色んなものを食ひ破って歩いたらユ
カ
イ
だ
ら
う
と
思
っ
た
。
とあるが、この場合の〈かぶりつきたいな〉という表現はたと
えば、〈かぶりつきたいと思ふ〉とかく食べたくなった〉とでもあ
るべきところだ。しかし、〈かぶりつきたいな〉と口語的表現をと
ることによって、それまでの〈～来ない〉、〈～来た〉、と続いた文
章語の文末リズムが崩れてしまう。もっともそのことによって
キャベツからトンカッが連想され、そのトンヵッを食べたいとい
う気持ちはストレートに伝わってくるのだが。因みに、再刊本で
は〈かぶりつきたいと思う〉と直されている。
また、四章にこんな描写がある。
一日働いて米が二升切れて平均六拾銭、又前のやうにカ
フェーに逆もどりしようか、あまたたび、水をくぎって、私と
一緒に疲れきった壁の銘仙の着物を見てゐると、味気なくな
る。ハイハイ私は、お芙美さんは、ルンペンプロレタリアで御
座候だ。何もない。
何も御座無く候だ。
この場合、〈味気なくなる〉までの部分は〈私〉のかなり悲痛な
心境を描く。それに対して犬イハイ〉以下はそういう〈私〉を
自潮した一一一一口い方をしており、ここを読む諸者はそれ以前の〈私〉
の心境に同化することを防止される。この例のような仕組みの文
章が『放浪記』初刊本にはいくらもあり、結果的には飢え寸前の
生活を描きながら悲惨な印象を強く与えられないのである。
以上、一一、三の例からも判明するように『放浪記』の文章は１
－－１クなものである。しかし、この散文詩的文章の特色について
は今後も調査を続けて行く必要があり、今回は問題提出の段階に
と
ど
ま
っ
た
。
『放浪記』はよく言われることだが、林芙美子の文学の源泉と
みてよい。それほど後の文学の栄養素がこの中には詰まっている。
これに続く傑作として「清貧の書」（昭６ｍ『改造』）が挙げられる
が、これとて素材は『放浪記』中にある。その後「清貧の書」の
☆
☆
五 ☆
森英 『放浪記』論 9３
系譜にあるものとして「小区」（昭７ｍ『中央公論』）「魚の序文」（昭
８．４『文芸春秋』）「牝鶏」（昭、・５『改造』）等があるが、『放浪記』
につながることはいうまでもない。「牡蠣」萌皿・９『中央公論』）に
至ってようやく独自の世界が形成され出し、『浮雲』（昭妬・４刊）に
辿りつく道のりが見え始めたといえるだろう。しかし、この「牡
蠣」に誹肪要となる男女観などは『放浪記』にその基本線が敷か
れていた。そうしてみると『放浪記』の芙美子文学に占める位
置は絶対的ということになる。小稿はできるだけ多角的に『放浪
記』を論じようと試みたのだが、大方の御批判をいただければ幸
いである。
注
⑪
書
注②このことについては小稿「『放浪記』の比較文学的研究ｌハムスン『飢ゑ』
と『伊勢物語』ｌ」（『秋田近代文芸史研究』４号、昭詔・§で述べた。
注
③
新
宿
の
変
遷
と
『
放
浪
記
』
を
結
び
つ
け
た
論
考
に
海
野
弘
氏
の
「
日
本
一
九
二
○年代伽林芙美子『放浪記』」〈昭師・８『海』）がある。ん
注側『放浪記』にくいつたい革命とは、復籍肱か江いる風なのだ……中々
うまい一一一一口葉を沢山知っている日本の自由主義者よ。日本の社会主義者
は、（いったいどんな）お伽噺を空想しているのでしょうか？〉（第四章「目
標
を
消
す
」
）
と
あ
る
の
は
、
早
く
も
そ
の
こ
と
の
芽
生
え
と
み
て
よ
い
だ
ろ
う
。
注⑤この辺の問題については小稿「林芙美子『山裾』の位置」（『金沢大学
語学・文学研究』十一一号昭兇・３）で述べた。
（
昭
和
五
十
八
年
九
月
八
日
受
理
）
他
は
無
視
な
い
し
軽
視
し
て
い
る
。
書誌的記述が誤まっている例として『日本近代文学大事典』第三巻（昭
記、講談社刊）所収の「林芙美子」〈執筆・野口富士男）や『新版放浪記』
（昭別・９新潮文庫）の「解説」藪筆・小田切秀雄）等がある。本文の異同に
配
慮
し
た
例
と
し
て
は
管
見
で
は
『
鑑
賞
と
研
究
・
現
代
日
本
文
学
講
座
・
小
説
７
』
（昭幻・２三省堂刊）の「林芙美子」（執筆・熊坂敦子）ぐらいのもので、
一一一一ハ
